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ー
変
形 、
収
縮
量 、
た
す
き

当
初
は
C
A
D
で
付
属
物
グ
に
分
岐
し
支
点
上
に
は
ス
と
4
件
連
続
で
P
R
I
S
M

展
開
な
ど
鋼
橋
の
製
作・
施
の
図
面
作
成 、
ス
タ
ッ
ド

配
キュ
ー

が
あ
る
複
雑
な
構
造
プ
ロ
ジェ
ク
ト

に
参
画
し 、

工
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た 。

置
図
自
動
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で 、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
C
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
メ
ン
バ
と

M
I
P
S
O
N
の
入
力
支
援
作
成
な
ど
鋼
橋
メ
ー

カ
ー

向
I

M
モ
デ
ル
を
完
成
さ
せ
ま
将
来
シ
ス
テ
ム
の
議
論・
開

1
9
9
4

年 、
朝
4
時
起
で
し
た 。
鋼
床
版
桁
の
材
料
シ
ス
テ
ム
や
落
橋
防
止
原
寸
け
の
業
務
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た 。
3
D
モ
デ
ル
に
よ
る
発・
検
証
を
重
ね
て
い
ま

き
で
中
央
卸
売
市
場 、
夕
方
長
の
計
算
式
を
間
遮
え
て
い
ツ
ー

ル
な
ど
を
作
成 、
業
務
し
た 。
2
次
元
図
面
か
ら
3

フ
ロ
ン
ト

ロ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
す 。
公
募
か
ら
短
期
間
で
の

か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
た
こ
と
が
納
品
直
前
で
発
覚
範
囲
外
で
作っ
た
ツ
ー

ル
が
次
元
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
C

有
用
性
を
実
感
し 、
会
社
の
技
術
提
案 、
現
場
試
行 、
成

ア
ル
バ
イ
ト

を
す
る
日
々 、

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た 。
ユ
ー

ザ
ー

に
も
好
評
と
な
り
l
i
c
k
3
D
を
宮
地
エ
ン
方
向
性
が
定
ま
り
ま
し
た 。

果
納
品
と
苦
し
い
こ
と
も
多

21
歳 。
手
に
職
を
付
け
て
自
「
お
前
は
悪
く
な
い 、
気
に
社
長
褒
寅
を
頂
き
ま
し
た 。

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
共
同
開
発

2
0
1
8

年 、
国
土
交
通
い
で
す
が 、
多
伎
P
C
上
部

分
の
力
を
試
し
た
い
と
思
い
す
る
な」
と一
緒
に
徹
夜
を

基
本
情
報
技
術
者
試
験
に
し 、
干
渉
チェ
ッ

ク
や
C
I

省
が
実
施
す
る
革
新
的
技
術
工
の
取
組
み
は
日
建
連
表
彰

新
聞
の
求
人
欄
を
見
て
応
募
し
て
く
れ
た
先
輩
の
憂
し
さ
合
格
し
た
際
に 、
末
席
の
私
M
業
務
の
営
業
を
増
や
し
て
導
入・
活
用
プ
ロ
ジェ
ク
ト
2
0
2
0
の
第
1
回
土
木
寅

(
P
R
I
S
M)
が
公
募
さ
特
別
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

し
た
の
が
マ
ッ

ク
設
計
と
い
は
今
も
私
の
心
に
残っ
て
い

う
当
時 、
明
石
海
峡
大
橋
の
ま
す 。
社
長
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

紐曰
殴
盆
茉
自
介
の
＊
止↑
L2
吉只
曲5

れ 、
I
H
I

イ
ン
フ
ラ
建
設
で
き
ま
し
た 。
＇

の
開
発
部
長
か
ら
「
多
伎
p

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
経
験

オ
フ
ィ
ス
ケ
イ
ワ
ン
株
式
会
社

C
上
部
工
で一
緒
に
や
り
ま
を
生
か
し
て
鋼
橋
と
P
C
橋

管
理
路
の
設
計
を
し
て
い
た
好
き
で
A
u
t
O
L
i
s
p

`

会
社
で
し
た 。
よ
く
素
人
を
や
C
言
語
で
自
動
作
図
プ
ロ

正
社
員
採
用
し
て
く
れ
た
と
グ
ラ
ム
を
自
社
開
発
し
て
い

，

・
せ
ん
か
？」
と
お
声
か
け
頂
の
設
計
と
施
工
を
つ
な
ぐ
新

き
ま
し
た 。
B
I

M
/
C
I
し
い
ワ
ー

ク
フ
ロ
ー

を
確
立

代
表
取
締
役

但
企
出

敬
二

ま
し
た 。
私
も
図
面
が
描
け
．

感
謝
し
て
い
ま
す 。

ロ
ー

タ
ス
1
2
3
や
A
U
る
よ
う
に
なっ
た
頃
に
プ
ロ
の
所
に
き
て
「
お
め
で
と
い
た
頃 、
2
0
1
6

年
に
仮
M
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
技
術
す
る
と
と
も
に 、
若
手
に
機

t
O
C
A
D
G
X
5
を
操
グ
ラ
ム
を
教
え
て
も
ら
い 、

う 、
よ
く
やっ
た」
と
握
手
称・
筑
後
川
橋
の
B
I

M
／
提
案
で
応
募
し
無
事
採
択
さ
会
を
与
え
て
将
来
の
橋
梁
業

作
し
な
が
ら
橋
梁
構
造
と
C
自
分
で
書
い
た
コ
ー
ド

が
動
し
て
い
た
だ
い
た
藤
田
耕
治
C
I

M
試
行
業
務
を
J
>
よ
れ 、
M
R
デ
バ
イ
ス
で
の
配
界
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に

A
D
製
図
を
勉
強
す
る
日
々
い
て
図
面
が
描
画
さ
れ
て
い
社
長
に
は
働
き
な
が
ら
資
格
り
受
注
し
ま
し
た 。
橋
長
4

筋
作
業
や
工
程
管
理 、
T
S

も
注
力
し
て
い
き
た
い
と
思

く
様
に
感
動
を
覚
え
ま
し
試
験
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
意
5
0
訳 、
鋼
重
6
O
O
Oトン
に
よ
る
出
来
形
管
理
な
ど 、
っ

て
い
ま
す 。

た 。

義
を
教
わ
り
ま
し
た 。

を
超
え
る
鋼
4

径
問
連
続
単
C
I

M
デ
ー

タ
を
施
工
現

次
は
P
R
I
S
M
で
お
世

2
0
0
1

年
に
日
本
構
研

そ
の
後 、
鋼
橋
設
計
や
営
弦
中
路
式
ア
ー

チ
橋
で
す 。

場
で
活
用
で
き
る
手
応
え
を
話
に
なっ
て
い
る
I
H
I

イ

情
報
（
現
J
I
P
テ
ク
ノ
サ
業 、
企
画
開
発
な
ど
を
経
験
ま
だ
ス
ッ

タ
フ
が
3

名
く
ら
感
じ
ま
し
た 。

ン
フ
ラ
建
設
の
若
林
良
幸
様

イ
エ
ン
ス）
に
転
職
し 、
製
さ
せ
て
頂
い
た
あ
と 、
2
0

い
の
時
で
し
た 。
1

本
の
ア

翌
年
以
降 、
九
頭
竜
川
に
バ
ト
ン
を
お
繋
ぎ
し
ま

作
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
に
配
1
4

年
に
今
の
会
社
を
設
立
ー

チ
リ
ブ
が
鋼
床
版
箱
桁
を
橋 、
久
村
第一
高
架
橋 、
大
す 。

属
さ
れ
ま
し
た 。
キ
ャ
ン
バ
し
ま
し
た 。

経
て
2

本
の
ス
プ
リ
ン
ギ
ン
中
小
路
地
区
オ
ン
ラ
ン
プ
橋

2
0
2
3
年
3
月
に
開
業
予
定

鬼
怒
川
橋
梁
部
は
閉
合
に

の
橋
脚
が
施
工
中
で
あ
り 、

完
成
し
次
第 、
桁
架
設
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す 。

鬼
怒
川
右
岸
平
面
区
間

は 、
軌
道
の
両
側
に
あ
る
道

路
工
事
を
進
め
て
い
ま
す 。

新
4

号
国
道
交
差
区
間
で
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所
長
コ
メ
ン
ト

水
期
で
予
定
通
り
に
完

し 、
19
年
11
月
か
ら
9

径

鬼

怒

川

橋

梁
工

事

の
う
ち 、
左
岸
側
3
1
5

,'（
仮
称）
鬼
怒
川
橋
梁
工
ろ
な
こ
と
に
気
配
り
し
な
が
5

店
を
移
動
作
業
車
（
大

事
（
分
割
1

号）

ら
進
め
る
た
め
に 、
大
変
な
ワ
ー

ゲ
ン）
に
よ
る
片
持

三
井
住
友・
渡
辺・
増
渕
面
も
あ
り
ま
す
が 、
努
力
が
張
出
架
設
に
入
り 、
21
年

・
宇
都
宮
土
建
建
設
J
>
実っ
て
完
成
し
た
後
に
は 、

月
に
中
央
閉
合
し
ま
し
た

所
長

高
山
久
聖
大
き
な
満
足
感
が
得
ら
れ
る

大
変
だっ
た
の
は 、
2

梁

平
成
30
年
11
月
に
現
場
入
仕
事
で
す 。

水
期
目
に
24
時
間
体
制
で

橘
り
し
て
早
2
年
6
カ
月
が
経

現
場
の
工
事
完
了
ま
で 、

っ
た
上
下
部
同
時
施
工
（

ち
ま
し
た 。

気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
無
事
部
エ
2

基 、
上
部
エ
1
3

即租

置
の
遷
営
で
は 、
橋
梁
故・
無
災
害
で
エ

妻
貫
徹
認）
で
し
た 。
厳
し
い
エ

む
な
ど
公
共
事
業
の
建
設
に
携
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す 。

の
中
で
あ
り
ま
し
た
が 、

令和元年度
に這定されまし
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